
有
機

物
の

生
分

解
と

発
酵

菌
群

に
よ

る
腐

敗
臭

の
除

去

上
海

鐵
道

大
学

教
授

（
環

境
･
健

康
研

究
所

）

飯
山

　
一

郎

１
.
 
は

じ
め

に

　
「

衆
生

必
死

、
必

死
帰

土
」

（
『

礼
記

』
）

…
生

け
る

も
の

は
必

ず
死

ぬ
、

死
ん

で
土

に
帰

る
…

こ
れ

は
、

生
態

系
の

物
質

循
環

を
見

事
に

説
明

し
た

古
代

中
国

人
の

言
葉

で
あ

る
。

　
た

し
か

に
、

動
物

で
あ

れ
植

物
で

あ
れ

生
き

と
し

生
け

る
も

の
は

必
ず

死
ん

で
ゆ

き
、

跡
形

を
残

さ
な

い
。

少
な

く
と

も
“

廃
棄

物
”

に
は

な
ら

な
い

。

　
し

か
し

、
昨

今
、

生
ゴ

ミ
、

汚
泥

等
、

都
市

社
会

で
発

生
す

る
膨

大
な

量
の

有
機

物
残

渣
が

、
土

に
帰

ら
ず

、
処

理
困

難
な

廃
棄

物
と

し
て

堆
積

し
て

お
り

深
刻

な
社

会
問

題
と

な
っ

て
い

る
。

　
本

稿
は

、
生

ゴ
ミ

・
汚

泥
等

の
有

機
性

廃
棄

物
を

「
消

滅
」

さ
せ

る
機

器
の

開
発

過
程

で
蓄

積
し

た
“

悪
臭

除
去

法
”

に
重

点
を

お
い

た
報

告
で

あ
る

。

　 ２
.
 
有

機
物

残
渣

の
分

解
→

消
滅

の
基

礎
理

論

　
都

市
で

発
生

す
る

有
機

物
残

渣
は

、
炭

水
化

物
、

蛋
白

質
、

脂
肪

に
大

分
類

で
き

る
。

こ
の

３
種

類
の

物
質

が
微

生
物

の
酵

素
に

よ
っ

て
分

解
さ

れ
る

反
応

式
は

、
簡

介
す

る
と

次
の

よ
う

に
な

る
。

　
ａ

）
炭

水
化

物
の

分
解

　
　

　
　

　
　

　
　

　
炭

水
化

物
　

　
　

　
　

　
　

 
酸

素
　

　
 
　

　
 
炭

酸
ガ

ス
　

　
　

　
　

　
水

　
　

　
　

Ｃ
m
（

Ｈ
2
Ｏ

）
n
 
＋

 
ｍ

Ｏ
2
 
→

 
ｍ

Ｃ
Ｏ

2
 
＋

 
ｎ

Ｈ
2
Ｏ

　 　
ｂ

）
蛋

白
質

や
脂

肪
の

分
解

　
　

　
　

　
　

　
蛋

白
質

ま
た

は
脂

肪
　

　
　

　
　

酸
素

　
　

　
　

Ｃ
x
Ｈ

y
Ｎ

z
Ｏ

p
 
＋

 
ａ

Ｏ
2

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
ア

ミ
ノ

酸
ま

た
は

脂
肪

酸
　

　
　

炭
酸

ガ
ス

　
 
　

　
 
　

 
水

　
　

　
　

　
　

ア
ン

モ
ニ

ア

　
　

　
　

　
　

→
 
Ｃ

u
Ｈ

v
Ｎ

w
Ｏ

q
 
＋

ｂ
Ｃ

Ｏ
2
 
＋

 
ｄ

Ｈ
2
Ｏ

 
＋

 
ｅ

Ｎ
Ｈ

3

　 　
上

式
の

よ
う

に
、

炭
水

化
物

 
Ｃ

m
（

Ｈ
2
Ｏ

）
n
は

、
最

終
的

に
は

炭
酸

ガ
ス

と
水

と
に

分
解

す
る

。

　
蛋

白
質

や
脂

肪
は

分
解

し
て

、
よ

り
低

分
子

化
し

た
物

質
と

炭
酸

ガ
ス

と
水

と
ア

ン
モ

ニ
ア

を
生

成
す

る
。

ア
ン

モ
ニ

ア
は

ｐ
Ｈ

の
上

昇
と

と
も

に
気

体
と

な
り

拡
散

し
て

悪
臭

の
主

体
成

分
と

な
る

。

株
式

会
社

 
エ

コ
計

画
（

取
締

役
技

術
開

発
部

長
）

山
田

　
一

清

１
）

－
 
９

 
－



　
ｃ

）
体

細
胞

の
形

成

　
　

　
「

独
立

栄
養

型
」

の
微

生
物

は
無

機
物

質
だ

け
で

増
殖

す
る

。
「

従
属

　
　

栄
養

型
」

の
微

生
物

は
蛋

白
質

や
脂

肪
な

ど
有

機
物

質
を

栄
養

源
と

し
て

　
　

吸
収

し
て

自
ら

の
体

細
胞

を
形

成
す

る
。

　
　

　
こ

の
体

細
胞

の
形

成
過

程
を

式
で

表
す

と
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
炭

水
化

物
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
蛋

白
質

　
　

　
　

　
　

　
　

酸
素

　
　

　
　

８
（

Ｃ
Ｈ

2
Ｏ

）
 
＋

 
Ｃ

8
Ｈ

1
2
Ｎ

2
Ｏ

3
 
＋

 
６

Ｏ
2

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
微

生
物

細
胞

　
　

　
　

　
　

　
炭

酸
ガ

ス
　

　
　

　
　

　
　

水

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
→

 
２

Ｃ
5
Ｈ

7
Ｎ

Ｏ
2
 
＋

 
６

Ｃ
Ｏ

2
 
＋

 
７

Ｈ
2
Ｏ

　 　
　

（
体

細
胞

の
形

成
過

程
に

お
い

て
は

、
実

際
に

は
、

Ｐ
、

Ｆ
ｅ

、
Ｃ

ａ
等

の

　
　

微
量

元
素

を
必

要
と

す
る

が
、

上
式

で
は

簡
略

化
し

た
。

）

　 　
ｄ

）
体

細
胞

の
分

解

　
　

　
「

衆
生

必
死

」
。

微
生

物
に

も
寿

命
が

あ
る

。
死

ん
だ

細
胞

は
、

酸
素

　
　

に
触

れ
る

と
次

の
式

の
よ

う
に

自
己

崩
壊

し
、

炭
酸

ガ
ス

と
ア

ン
モ

ニ
ア

　
　

と
水

に
な

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

微
生

物
細

胞
　

　
　

　
　

　
酸

素
　

　
　

　
　

炭
酸

ガ
ス

　
　

　
ア

ン
モ

ニ
ア

　
　

　
　

　
 
水

　
　

　
　

Ｃ
5
Ｈ

7
Ｎ

Ｏ
2
 
＋

 
５

Ｏ
2
 
→

 
５

Ｃ
Ｏ

2
 
＋

 
Ｎ

Ｈ
3
 
＋

 
２

Ｈ
2
Ｏ

　 　
　

　
蛋

白
質

や
脂

肪
分

に
富

む
微

生
物

の
死

骸
は

上
記

の
よ

う
な

自
壊

反
応

　
　

の
ほ

か
、

他
の

微
生

物
に

よ
っ

て
食

さ
れ

て
「

消
滅

」
す

る
。

こ
れ

は
、

　
　

ｂ
）

で
示

さ
れ

た
反

応
（

蛋
白

質
・

脂
肪

の
分

解
反

応
）

で
あ

る
。

　 　
微

生
物

は
、

増
殖

の
た

め
に

炭
水

化
物

、
蛋

白
質

、
脂

肪
等

々
、

有
機

物
質

を
次

々
と

分
解

し
て

摂
取

し
倍

々
ゲ

ー
ム

で
増

殖
す

る
。

生
物

遺
体

,
 
ま

た
は

そ
の

分
解

途
上

の
物

質
を

栄
養

と
し

て
利

用
す

る
微

生
物

の
生

活
は

,
 
腐

生
と

２
）

呼
ば

れ
,
 
自

然
の

な
か

で
最

も
よ

く
認

め
ら

れ
る

現
象

で
あ

る
.

　 　
永

井
に

よ
れ

ば
、

微
生

物
の

代
謝

能
は

無
限

に
近

い
と

い
う

。
何

故
な

ら
微

生
物

の
細

胞
径

は
マ

イ
ク

ロ
メ

ー
タ

ー
（

μ
ｍ

）
の

オ
ー

ダ
ー

で
、

単
位

容
量

あ
た

り
の

表
面

積
が

著
し

く
大

き
い

。
し

か
も

細
胞

表
面

よ
り

化
学

物
質

を
吸

収
す

る
の

で
極

度
に

効
率

の
よ

い
代

謝
能

を
も

つ
こ

と
に

な
る

。

　
例

え
ば

５
０

０
ｋ

ｇ
の

牛
は

１
日

あ
た

り
５

０
０

ｇ
の

蛋
白

質
を

生
成

す
る

が
、

５
０

０
ｋ

ｇ
の

微
生

物
は

１
日

あ
た

り
１

０
０

０
～

２
５

０
０

ｋ
ｇ

の
蛋

白
質

を
生

産
す

る
。

ゆ
え

に
、

“
適

当
な

環
境

”
を

与
え

て
や

れ
ば

、
微

生
物

３
）

は
、

ほ
と

ん
ど

の
物

質
を

す
み

や
か

に
分

解
し

て
し

ま
う

。

　
も

し
、

微
生

物
に

よ
る

分
解

が
な

か
っ

た
ら

、
地

球
は

野
も

山
も

海
も

生
物

の
死

骸
で

溢
れ

か
え

っ
て

し
ま

う
だ

ろ
う

。

－
 
1
0
 
－



　
Ｃ

Ｈ
2
 
－

 
Ｓ

Ｈ
　

　
　

 
　

　
　

Ｃ
Ｈ

3

　
Ｃ

Ｏ
Ｏ

Ｈ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

2
 
－

 
Ｓ

 
－

 
Ｃ

Ｈ
3
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
Ｈ

3

Ｃ
Ｎ

Ｈ
2
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｈ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｃ

Ｏ
Ｏ

Ｈ

硫
化

水
素

メ
チ

ル
メ

ル
カ

プ
タ

ン

シ
ス

テ
イ

ン

メ
チ

オ
ニ

ン付
図

１
　

悪
臭

物
質

（
硫

化
水

素
、

メ
ル

カ
プ

タ
ン

）
発

生
の

し
く

み

Ｃ
Ｈ

2
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
Ｈ

2
 
－

 
Ｓ

Ｈ
 
＋

 
Ｎ

Ｈ
3
 
＋

 
Ｃ

Ｈ
2
 
･
･
･
･
･
･
 
(
2
)

Ｈ
Ｃ

 
－

 
Ｎ

Ｈ
2
　

　
 
　

　
　

　
　

Ｃ
Ｏ

　
　

　
　

＋
 
Ｎ

Ｈ
3
 
＋

 
Ｈ

2
Ｓ

 
･
･
･
･
･
･
･
･
 
(
1
)

（
１

９
９

３
,
小

林
）

３
.
 
「

生
ゴ

ミ
消

滅
機

」

　
現

在
、

「
生

ゴ
ミ

消
滅

機
」

を
製

造
・

販
売

す
る

会
社

は
２

０
０

０
社

以
上

も
あ

る
。

そ
の

主
流

は
、

オ
ガ

や
モ

ミ
等

の
担

体
に

大
量

の
微

生
物

を
付

着

増
殖

さ
せ

る
反

応
槽

に
生

ゴ
ミ

を
投

入
し

生
分

解
す

る
方

式
で

あ
る

。

　
し

か
し

、
ど

の
メ

ー
カ

ー
の

「
生

ゴ
ミ

消
滅

機
」

も
、

生
ゴ

ミ
は

仕
様

ど
お

り
に

微
生

物
に

よ
っ

て
見

事
に

生
分

解
さ

れ
る

の
だ

が
、

あ
ま

り
の

臭
気

に
稼

働
が

停
止

し
て

い
る

事
例

が
多

い
。

有
機

物
が

分
解

さ
れ

る
際

の
悪

臭
を

完
全

に
解

決
し

た
機

種
は

な
い

の
だ

。
あ

っ
て

も
、

複
雑

な
機

構
で

高
価

、
さ

ら
に

煩
雑

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

必
要

と
さ

れ
る

。

ａ
）

脱
臭

の
難

し
さ

の
原

因

　
た

し
か

に
臭

気
の

除
去

は
大

変
に

む
ず

か
し

い
。

　
臭

覚
は

、
ヒ

ト
の

五
感

の
な

か
で

も
最

も
退

化
し

て
お

り
、

犬
の

六
千

分
の

１
程

度
で

し
か

な
い

。
ヒ

ト
は

、
臭

気
濃

度
が

１
０

倍
に

な
っ

て
も

、
僅

か
な

違
い

し
か

感
じ

な
い

。
悪

臭
物

質
を

９
０

％
以

上
除

去
し

て
も

、
感

覚
的

に
は

あ
ま

り
変

ら
な

い
。

人
間

の
臭

覚
と

い
う

も
の

は
実

に
曖

昧
模

糊
と

し
た

感
覚

な
の

だ
。

し
か

も
、

色
見

本
の

よ
う

に
サ

ン
プ

ル
提

示
が

で
き

な
い

。
悪

臭
に

遭
遇

す
る

と
ヒ

ト
は

、
た

だ
「

く
さ

い
、

く
さ

い
」

と
言

う
し

か
な

い
。

　
…

こ
れ

が
脱

臭
が

難
し

い
こ

と
の

原
因

で
あ

る
。

　 ｂ
）

腐
敗

臭

　
有

機
物

は
時

間
の

経
過

と
と

も
に

分
子

構
造

が
低

位
の

物
質

へ
と

分
解

し
て

ゆ
く

。
こ

の
場

合
、

微
生

物
が

生
成

す
る

酵
素

が
触

媒
と

な
り

モ
ノ

マ
ー

化
す

る
わ

け
だ

が
、

生
成

さ
れ

る
物

質
は

、
悪

臭
物

質
だ

け
で

も
多

岐
に

わ
た

る
。

ア
ン

モ
ニ

ア
、

イ
ン

ド
ー

ル
、

ス
カ

ト
ー

ル
、

硫
化

水
素

、
揮

発
性

ア
ミ

ン
、

メ
ル

カ
プ

タ
ン

、
脂

肪
酸

、
酪

酸
、

吉
草

酸
、

プ
ト

レ
シ

ン
、

カ
ダ

ベ
リ

ン
、

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

…
等

々
、

そ
の

組
合

わ
せ

も
入

れ
れ

ば
数

え
き

れ
な

い
。

　
し

か
し

、
こ

れ
ら

悪
臭

の
本

質
は

腐
敗

臭
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　
従

っ
て

、
腐

敗
現

象
を

追
放

す
れ

ば
腐

敗
臭

も
解

消
す

る
こ

と
に

な
る

。

－
 
1
1
 
－



１
０

日
後

区
分

５
日

後

サ ル モ ネ ラ 菌

1
.
1
×

1
0

8
個

　
∞

対
照

Ｓ
Ｅ

　
　

　
 
2
個

7
0
0
個

（
5
.
0
×

1
0

9
個

）
１

％
区

 
 
 
1
,
0
0
0
個

Ｓ
Ｔ

対
照

　
∞

　
　

　
 
0
個

１
％

区
（

5
.
0
×

1
0

8
個

）
4
0
0
個

対
照

　
∞

1
.
5
×

1
0

7
個

Ｓ
Ｄ

1
0
0
個

　
　

　
 
0
個

１
％

区
（

1
.
0
×

1
0

8
個

）

　
∞

Ｏ
－

１
５

７
対

照
3
.
0
×

1
0

5
個

　
　

　
 
0
個

1
0
0
個

１
％

区
（

3
.
6
×

1
0

7
個

）
（

試
験

：
三

河
環

境
微

生
物

研
究

所
）

S
E
、

S
T
は

鶏
ふ

ん
５

％
水

溶
液

を
、

S
D
、

O
-
1
5
7
は

牛
ふ

ん
１

０
％

水
溶

液
を

使
用

｡
S
E
、

S
T
、

S
D
は

菌

の
種

類
｡
区

分
欄

の
（

）
内

の
個

数
は

使
用

し
た

菌

の
1
m
l
中

の
個

数
｡

対
照

は
光

合
成

細
菌

を
添

加
し

て
い

な
い

区
｡

ｃ
）

腐
敗

か
ら

発
酵

へ

　
有

機
物

は
常

温
で

放
置

す
る

と
必

ず
腐

敗
す

る
。

こ
の

腐
敗

現
象

は
腐

敗
菌

が
必

ず
関

与
す

る
。

付
図

１
で

い
え

ば
、

（
１

）
の

硫
化

水
素

生
成

反
応

に
は

プ
ロ

テ
ウ

ス
・

モ
ル

ギ
ニ

ー
（

P
r
o
t
e
u
s
 
m
o
r
g
e
n
i
i
）

、
大

腸
菌

ス
ト

レ
プ

ト

コ
ッ

カ
ス

（
S
t
r
e
p
t
o
c
o
c
c
u
s
）

が
関

与
し

､
（

２
）

の
メ

ル
カ

プ
タ

ン
の

生
成

に
は

大
腸

菌
、

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

ウ
ム

･
ス

ポ
ロ

ジ
ナ

ス
（

C
l
o
s
t
r
i
d
i
u
m
 
s
p
o
r
o

　
有

機
物

は
微

生
物

（
腐

敗
菌

）
の

関
与

に
よ

っ
て

腐
敗

す
る

。
そ

し
て

悪
臭

ガ
ス

が
発

生
す

る
。

次
に

は
害

虫
が

発
生

し
、

や
が

て
社

会
問

題
と

な
る

。

　
従

っ
て

、
有

機
物

を
腐

敗
さ

せ
な

い
た

め
に

は
発

酵
さ

せ
る

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
腐

敗
も

発
酵

も
微

生
物

に
よ

る
有

機
物

の
分

解
と

い
う

点
で

は
同

じ
反

応
で

あ
る

が
、

ヒ
ト

の
立

場
か

ら
す

る
と

天
地

の
差

が
あ

る
。

腐
敗

は
人

間
に

は
害

毒
だ

が
、

発
酵

し
た

有
機

物
は

食
す

る
こ

と
が

で
き

、
の

み
な

ら
ず

健
康

増
進

作
用

も
あ

る
。

　 ｄ
）

悪
臭

除
去

の
方

法

　
腐

敗
か

ら
発

酵
へ

の
転

換
は

「
生

ゴ
ミ

消
滅

機
」

に
と

っ
て

も
重

要
な

要
素

と
な

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
悪

臭
発

生
菌

の
駆

除
と

悪
臭

発
生

物
質

の
除

去
、

こ
の

二
つ

の
問

題
を

解
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

以
上

の
二

点
が

ク
リ

ア
で

き
れ

ば
悪

臭
は

解
消

す
る

。

　
　

　
菌

の
世

界
に

も
激

し
い

生
存

競
争

が
あ

る
。

腐
敗

と
発

酵
と

い
う

観
点

　
　

で
み

れ
ば

、
こ

れ
は

善
玉

菌
と

悪
玉

菌
の

食
う

か
食

わ
れ

る
か

の
戦

い
で

　
　

あ
る

。
元

気
の

い
い

善
玉

菌
が

数
多

く
い

れ
ば

発
酵

傾
向

に
な

る
が

、
逆

　
　

の
場

合
は

腐
敗

が
進

行
し

て
し

ま
う

。
筆

者
の

実
験

で
は

、
悪

臭
発

生
菌

　
　

を
駆

除
す

る
に

は
、

乳
酸

菌
が

最
強

で
あ

っ
た

。
（

乳
酸

菌
は

小
岩

井
牧

　
　

場
が

発
売

し
て

い
る

プ
レ

ー
ン

ヨ
ー

グ
ル

ト
を

牛
乳

と
蜂

蜜
と

各
種

ミ
ネ

　
　

ラ
ル

剤
で

培
養

し
た

。
）

　
　

　
光

合
成

細
菌

も
腐

敗
菌

を
駆

除
す

る
。

こ
の

場
合

、
紫

外
線

を
照

射
し

　
　

て
培

養
し

た
光

合
成

細
菌

が
最

も
強

力
で

あ
っ

た
。

付
図

２
　

サ
ル

モ
ネ

ラ
菌

，
O
-
1
5
7
に

光
合

成
細

菌
を

１
％

添
加

し
た

と
き

の
抑

制
効

果

g
e
n
e
s
）

が
作

用
す

る
。

４
）

－
 
1
2
 
－

　
イ

.
 
悪

臭
発

生
菌

の
駆

除



　
ロ

.
 
悪

臭
発

生
物

質
の

除
去

　
　

　
光

合
成

菌
は

腐
敗

菌
が

発
生

さ
せ

る
悪

臭
物

質
を

栄
養

源
と

し
て

積
極

　
　

的
に

利
用

す
る

。
小

林
に

よ
れ

ば
、

光
合

成
細

菌
は

硫
化

水
素

だ
け

で
な

　
　

く
、

有
毒

ア
ミ

ン
で

あ
る

プ
ト

レ
シ

ン
や

カ
ダ

ベ
リ

ン
、

ま
た

、
発

ガ
ン

　
　

催
奇

性
の

あ
る

ジ
メ

チ
ル

ニ
ト

ロ
サ

ミ
ン

（
d
i
m
e
t
h
y
l
n
i
t
r
o
s
a
m
i
n
e
）

を

　
　

も
好

ん
で

基
質

と
し

て
利

用
し

、
除

去
す

る
。

　
　

　
筆

者
も

臭
気

の
強

い
「

生
ゴ

ミ
消

滅
機

」
に

光
合

成
細

菌
液

を
散

布
し

　
　

た
が

、
効

果
は

見
事

な
ほ

ど
に

顕
著

で
あ

っ
た

。

懸
濁

液
添

加
に

よ
る

除
臭

効
果

（
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト
分

析
）

（
季

・
小

林
、

1
9
9
2
）

付
図

３
　

豚
舎

か
ら

発
生

す
る

低
級

脂
肪

酸
の

光
合

成
菌

（
Ｒ

．
カ

プ
シ

ュ
ラ

ー
タ

）

対
照
（
無
添
加
、

当
日

）
Ｒ

．
カ

プ
シ

ュ
ラ

ー
タ

 添
加

１
日

後
対

照
（

無
添

加
１

日
後

）

ａ
ｄ

ｂ
ｅ

ｂ
ａ

ｄ
ｄ

ｅ
i.
s

ｅ
ｂ

i.
s

i
.s

ａ
ｃ

ｃ
ｃ

ｆ
ｆ

ｆ

1
5
分

1
0

５
０

1
0

1
5
分

５
1
0

1
5
分

５
０

０

添
加
１

４
日

後
添
加
７
日
後

i
.s

i.
s

ａ

ｂ
ｃ

ｅ
ｄ

ｆ

５
1
0

０
５

1
0

０
1
5
分

1
5
分

ピ
ー

ク
　

ａ
：

酢
酸

　
ｂ

：
プ

ロ
ピ

オ
ン

酸
　

ｃ
：

イ
ソ

酪
酸

　
ｄ

：
ｎ

ｰ
酪

酸
　

ｅ
：

吉
草

酸
　

ｆ
：

ｎ
ｰ
吉

草
酸

 
i
.
s
：

標
準

マ
ー

カ
ー

　
　

　
外

村
に

よ
れ

ば
、

Ｐ
Ｖ

Ａ
の

分
解

は
２

種
類

の
シ

ュ
ー

ド
モ

ナ
ス

菌
の

　
　

　
必

要
な

物
質

を
互

い
に

供
給

し
あ

う
共

生
関

係
、

毒
物

を
協

力
し

あ
っ

　
　

て
除

去
す

る
共

生
関

係
等

、
自

然
界

で
は

、
様

々
な

共
生

関
係

が
あ

っ
て

　
　

微
生

物
分

解
が

起
こ

っ
て

い
る

。

　
　

　
筆

者
ら

は
、

「
共

生
菌

液
（

乳
酸

菌
、

光
合

成
細

菌
、

放
線

菌
）

」
に

　
　

「
ど

ぶ
ろ

く
醸

造
」

の
際

の
酵

母
を

添
加

し
て

い
る

が
、

濃
度

５
万

m
g
/
l

　
　

の
精

糖
廃

液
も

見
事

に
発

酵
分

解
す

る
。

　
　

　
「

生
ゴ

ミ
消

滅
機

」
に

お
い

て
も

、
乳

酸
菌

と
光

合
成

細
菌

の
共

生
効

　
　

果
は

、
脱

臭
だ

け
で

な
く

分
解

速
度

に
お

い
て

も
顕

著
で

あ
る

。
脱

臭
効

　
　

果
は

、
ほ

と
ん

ど
瞬

間
的

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

悪
臭

物
質

を
生

成
中

の
腐

　
　

敗
菌

が
天

敵
（

乳
酸

菌
や

光
合

成
細

菌
）

の
出

現
に

あ
わ

て
ふ

た
め

き
、

　
　

あ
ら

ゆ
る

生
命

活
動

を
一

瞬
で

停
止

す
る

た
め

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
こ

　
　

れ
は

、
作

業
中

に
猛

獣
（

例
え

ば
ト

ラ
）

が
突

然
乱

入
し

て
き

た
際

に
、

　
　

共
生

に
よ

っ
て

行
わ

れ
る

。

５
）

６
）

－
 
1
3
 
－

　
ハ

.
 
共

生
効

果



　
　

我
々

は
す

べ
て

の
作

業
を

停
止

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
こ

れ
と

同
じ

　
　

現
象

な
の

で
あ

ろ
う

。

　
　

　
以

上
の

よ
う

に
し

て
「

運
転

中
、

悪
臭

を
出

さ
な

い
！

」
と

い
う

「
生

　
　

ゴ
ミ

消
滅

機
」

は
実

現
可

能
で

あ
り

、
他

を
圧

倒
す

る
需

要
を

喚
起

す
る

　
　

こ
と

に
な

る
で

あ
ろ

う
。
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